
歯科医療は「生きる力を支える生活の医療」です。
日本歯科医師会 http://www.jda.or.jp/ 　茨城県歯科医師会 http://www.ibasikai.or.jp

日本歯科医師会 PRキャラクター
「よ坊さん」
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平成24年度 歯の衛生に関するポスター中央審査会入賞者

8020高齢者よい歯のコンクール

日立市
遠藤　昭治（81歳）

下妻市
笹又　キミ子（80歳）

笠間市
田口　三夫（80歳）

常陸大宮市
植田　トヨ子（81歳）

水戸市
墳崎　行雄（81歳）

笠間市
半田　トキ（81歳）

　自分の歯２８本！ 親知らずを
除いたすべての歯が健康で、
治療したところもほとんどあ
りません。
　食事は好き嫌いがなく、何
でもよく噛んで食べていま
す。
　夜寝る前の歯みがきは、15
分以上かけて丁寧に行ってい
ます。かかりつけ歯科医で、
3ヶ月ごとに定期歯科検診と
歯石除去を受けています。

最優秀

優　秀

水戸市
田切　智恵（91歳）シニア賞

常陸大宮市
海野　昇（80歳）特別賞

親と子のコンクール（父と子）親と子のコンクール（母と子）

守谷市
五味　昌士（父）  万優子（子）

笠間市
久地岡　亮二（父） 暖莉（子）

鹿嶋市
井関　政晴（父） 桃子（子）

笠間市
惣野代　修一（父） 真温（子）

水戸市
酒井　健一（父） 楓真（子）

　父子ともに、むし歯も治療し
た歯も無く、健康な歯と歯ぐき
を保っています。
　毎日の仕上げみがきは、奥
歯の側面まで丁寧に行いま
す。また、かかりつけ歯科医
で、定期健診や予防処置を受
けています。
　身体の健康も口の健康も大
事という思いから、子どもと公
園に出かけ、体を動かす時間
を大切にしています。

最優秀

優　秀

神栖市
海宝　淑江（母） 優里（子）

石岡市
栗原　美奈（母） 拓也（子）

つくばみらい市
鈴木　歩（母） 淳心（子）

潮来市
谷田川　博子（母） 杏那（子）

優　秀

筑西市
長谷川 真奈美（母） 紗季（子）

ひとらぼ
（「人にやさしい器」づくり活動を行う笠間焼陶芸家の会）

行方市立太田小学校
稲敷市立太田小学校
ひたちなか市立前渡小学校
医療法人博仁会志村大宮病院

　母子ともに、むし歯が1本も
無く、健康できれいな歯と歯ぐ
きを保っています。
　歯は健康の原点。日頃から、
規則正しい食事やよく噛む習
慣を心がけています。3人姉妹
の長女の紗季さんと次女・三
女の朝・晩の仕上げみがきが
毎日の日課です。

食のユニバーサルデザインとして地域の保健医療に貢献

最優秀
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　茨城県歯科医師会は、創設以来、県民
の皆様と共に歩んでまいりましたが、今
年の12月に創立100周年を迎える事と
なりました。現在、皆様の様々なお力添
えを頂きまして、県民の皆様の健康増
進のための活動が順調に運んでおりま
すことに対して、厚く御礼申し上げま
す。
　さて、昨年度の総医療費は37兆
6000億円で、一昨年度の総医療費に
比べて2兆5000億円程度年間で増加
しています。この額は歯科の年間の総
医療費に匹敵します。これは高齢化社会
に突入し、不幸にして病気を患い、虚弱
のまま推移している人たちが増加して
いることを意味し、残念ながら健康寿命
が追い付けなくなっている事を如実に
表していると考えられます。果たして生
きているだけが幸せなのでしょうか。決

　また、現在、肺炎は死亡原因の中でも
第３位を占めるようになってしまいまし
たが、ここで考えなくてはならないの
は、肺炎の約７０％は誤嚥性肺炎と言わ
れている事です。この誤嚥性肺炎の大
半は、口腔ケアを含む口腔の健康の維
持によって予防、改善されることが分か
っています。よく噛んで食べる事によっ
て認知症の発症を予防する事も疫学的
に証明されていますし、手術をする時に
口腔ケアを含む口腔内の健康を維持す
る事によって合併症が軽減される事も
分かってきています。このような事から
生きる医療（疾病医療）と生活を支える
医療（予防医療）が同時に進行しなけれ
ば真の健康長寿大国を達成することは
出来ないと考えております。
　歯科医療はまさに生活を支える医療
なのです。すなわち生活の質（Q.O.L）
を高める医療であり、口腔内の健康を
保つための歯科医療こそが全身的な健
康を維持し、ひいては健康な長寿社会
を堅持すると考えております。この事を
皆様にご理解頂き、健康大国を達成し
て行きたいと考えております。
　今後とも県民の皆様のご協力を切に
よろしくお願い申し上げます。

してそうではなく、高齢になっても健康
で幸せな生活が送れ、長生きして良かっ
たと感じる人生でなくてはならない。す
なわち「生活の質」を高めた高齢化社会
を目指す事が大切なのではないでしょ
うか。これを補い、育むのが歯科医療な
のです。
　生きる医療の大切さを追求し、日本
が長寿国になった事は事実であり、世界
に誇れることと思われます。しかし、高齢
化社会になって分かった事は、この生き
る医療に対して生活を支える医療があ
ってはじめて健康大国を作り上げること
ができるという事です。
　人生５０年の時代には歯科医療は「い
のち」には関係ないといった考え方が大
半でしたが、長寿社会になって８０、９０歳
が常識となりますとそうは言っていられ
ません。生きる医療と共に生活の質を
支える医療、すなわち「人生ゆりかごか
ら墓場まで」の言葉の通り、楽しい老後
の生活を送れる社会を実現するための
医療を考えていかなければなりません。
すなわち、一生食べる事の大切さを理
解し、食べる事の喜びを味わえる人生を
送っていただく事であります。これが真
に求められる歯科医療なのです。

飛　田　尚　哉
水戸市立内原小学校 3年
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坂　本　いおな
ひたちなか市立田彦小学校 3年

酒　井　彩　純　
筑西市立竹島小学校 6年

佳 作

富　永　萌　美
那珂市立額田小学校 3年

井　川　史　也
鉾田市立大和田小学校 3年

髙　𣘺　利未子
阿見町立阿見第一小学校 3年

荒　川　雄　作
五霞町立五霞西小学校 3年

中　野　友　花
潮来市立延方小学校 6年

大　宮　遥　翔
守谷市立高野小学校 3年

吉　川　陽　菜
石岡市立杉並小学校 3年

藤　田　知　里
結城市立結城小学校 3年

木　村　寧　花
坂東市立沓掛小学校 3年

藤　木　　　彩
境町立境小学校 6年

稲　垣　　　葵
境町立猿島小学校 3年

篠　原　果　歩
県立友部特別支援学校小学部 3年

石　川　紗　衣
水戸市立双葉台中学校 3年

優秀賞

児　玉　さくら
大洗町立第一中学校 2年

佳 作

須　藤　円　香
結城市立結城南中学校 3年

鵜　川　　　心
県立つくば特別支援学校中学部 2年

杉　山　真　穂
常陸太田市立瑞竜中学校 3年

幸　保　紀　華
神栖市立神栖第四中学校 3年

渡　邉　明　花
石岡市立府中中学校 3年

岡　野　　　碧
結城市立結城中学校 3年

宇津野　杏　花
県立友部特別支援学校中学部 2年
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県民の皆様へ ～創立100周年を迎えるにあたって～
「生きる医療」から「生活を支える医療」へ


